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仕様を考えながら回路を設計しているとき，実験室ではんだごて

片手に試作をしているとき，計測器を使いながらデバッグをしてい

るとき…技術者には実にさまざまな知識が要求されます．しかし技

術者だって人間です．ど忘れすることもあるでしょう．「エレクト

ロニクス・ポケットブック2007」は，そのような場面で参考にな

る図表を多数集めた小冊子です．また，この号が発売になる4月は

新入学・新入社のシーズンです．技術系の学校や会社に入って，勉

強のためトランジスタ技術を買ってみたという方もいらっしゃるで

しょう．そのような方にも読んでいただけるよう，基礎的な知識に

関しても取り上げています．

内容は，トランジスタ技術2000年1月号の特集「2000年版 エレ

クトロニクス便利帳」をベースに，2007年2月号までに掲載した特

集や一般記事の内容を織りまぜて構成しました．内容が古くなって

しまった部分については，新たに図表を書き起こしています．また，

携帯に便利なように判型を手帳サイズとしました．ポケットはもち

ろん，工具箱に入れたりPCのディスプレイの脇に置いても邪魔に

なりません．本棚にしまっておかずにぜひ持ち歩いて，ボロボロに

なるまで使っていただければ幸いです．なお，ポケット・サイズを

優先した結果，一部の図表が回転したりフォントが小さかったりと，

お見苦しい点がありますがご容赦ください．

最後になりますが，記事引用をご快諾くださった原典の筆者各位，

編纂に際しご助言をいただきました木下隆氏，お世話をいただきま

したCQ出版㈱トランジスタ技術編集部 寺前裕司氏，川村祥子氏

に，この場をお借りして御礼申し上げます．

2007年3月 落合 幸喜

まえがき
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